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１．はじめに 
善福寺川は、杉並区のほぼ中央を北西から南東に流れる延長１０．５ｋｍの一

級河川です。神田川に合流した後、台東区柳橋で隅田川に合流し、東京湾に注いで

います。昭和の初期までは、善福寺川周辺には台地よりやや低い土地が広がり水田

が耕され、ホタルが飛び交い、川にはタナゴやメダカなどが多く生息していました。 

しかし、昭和２０年ごろには、人口増加とともに市街化が進み、浸水被害が川

沿いで多発したことから、水害から地域を守るための河川改修が進められ、コンク

リート護岸が多く見られるようになりました。また、市街化が進むにつれ下水道も

整備され、川の水質は改善されましたが、合流式下水道のため降雨時には雨水に家

庭などからの汚水が混じって川に流入し、川の生態系に影響を与えています。その

ため、かつて川沿いに見られた水田や湿地などの水辺環境やそこに見られた多様な

動植物は、その多くが姿を消しました。このように現在の善福寺川を取り巻く水辺

環境は、必ずしも豊かで魅力あるものとはいえません。 

こうした中、杉並区では、区民生活と密接に結びついた善福寺川で河川の治水

対策事業と調整を図りながら、新たな事業を展開しようとしています。それは、良

好な河川環境の指標となる水鳥に着目し、潤いと安らぎのある水辺環境の再生・創

出を図ることを目的とした善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出事業です。事業の基本

的な構想についての提言をまとめるため、学識経験者、地元有識者、行政関係者等

による検討懇談会が開催され、専門的または区民の視点に立った観点からの議論が

なされました。そして、ここにハード、ソフト両面からの基本的な取組の視点につ

いて提言をとりまとめることができました。この提言は、善福寺川「水鳥の棲む水

辺」創出事業を進めるうえで、基本的に留意するべき事柄と考えます。 

生物多様性の保全が求められる今、本事業は、時機をとらえた事業ではないで

しょうか。この事業をきっかけに、善福寺川の水辺環境を一層大切に守り、育てる

活動が、将来にわたって区民と行政との協働により進められることを願うとともに、

このような動きが、善福寺川のみならず川沿いの流域へも広がり、より豊かな区民

生活の創出につながることを期待しています。 

平成 21年１月３０日 

善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出事業 

検討懇談会会長  土屋 十圀 
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 東京都の地形 

「すぎなみのかわと生き物」(平成17年)を利用し作成 

2.  善福寺川とその流域の様子 

杉並区では、潤いと安らぎのある水辺環境の再生・創出を図ることを目的とし

た善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出事業に取り組もうとしています。事業に取り組

むにあたっては、まず善福寺川の現状や過去の様子を理解することが大切です。そ

こで、事業への提言を行う前提として、検討懇談会委員の共通認識をもつために、

善福寺川の自然環境や土地利用状況、河川改修の経緯等についてまとめておきたい

と思います。 

 

■ 善福寺川の自然 

＜地形・地質＞ 

杉並区は、東京都中央部の武蔵野台地に位置しています。この武蔵野台地は、

多摩川により形成され、北西を入間川、北東を荒川、南を多摩川に囲まれています。

武蔵野台地は東京都青梅市付近が最も高く、東に向かって緩やかに傾斜しています。

杉並区の海抜は、西部地域で約 50ｍ、東部地域で約 40ｍであり、台地の比高差

は約１０ｍのほぼ平坦な立地であることが杉並区の特徴となっています。 

杉並区の地質は、表層は武蔵野ローム層と立川ローム層に厚く覆われています。

その下層にはローム質の粘土層、さらにその下には武蔵野礫層とよばれるかつての

多摩川の河床礫層があります。 
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 杉並区の河川と地形  

「すぎなみのかわと生き物」(平成17年)を利用し作成 

＜水系＞ 

杉並区を流れる河川は、妙正寺川・善福寺川・神田川と、現在は国指定史跡に

指定されている玉川上水があります。また今では、暗渠となった井草川と桃園川も

あり、河川と水路が巡るまちといえます。 

善福寺川は、善福寺池を源に、区のほぼ中央を緩やかに蛇行しながら東へ流れ、

中野区と接する付近で神田川と合流します。この善福寺川の流域一帯は、豊富な地

下水があります。そのため杉並区は、東京２３区の中で現在でも地下水を上水とし

て利用している唯一の区となっています。 

しかし、湧水は市街化などの影響により水量が減り、善福寺川の水量にも影響

を及ぼしています。そのため、平成元年から善福寺川に千川上水からの導水が行わ

れ、ある程度の水量が確保されています。 

水質は、以前は家庭や工場排水による汚濁に悩まされていましたが、下水道の

普及により、平常時の水質は改善されました。しかし、雨水と家庭などからの排水

を同じ管渠に流す合流式下水道方式をとっており、降雨時には下水道で処理しきれ

ない汚水が流入することによって、水質が著しく悪化するため、改善が求められて

います。 
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善福寺川の流域を図示しました。流域は、杉並区より西側には武蔵野市、練馬

区や西東京市にまで及んでいます。また杉並区より東側では、中野区の一部に渡っ

ています。 

 

 

 善福寺川の流域 

国土交通省 国土数値情報を利用し作成 
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＜動植物＞ 

昭和２０年～３０年頃、善福寺川やその流域では、ムサシトミヨやホタル、メ

ダカなどがあちらこちらで確認されていました。現在では環境の変化により、これ

らの種のほとんどが確認されなくなってしまいました。 

このような中、善福寺公園や和田堀公園等の比較的に緑が多いところでは、カ

モ類、カワセミ、コサギなどが確認されます。植物ではナガエミクリ、エビモなど

の希少な水生植物が善福寺川に生育していますが、オオカナダモ、ショカッサイ、

オランダガラシなどのような本来生育していなかった外来種が今では多く確認さ

れるようになっています。【詳細は資料１～資料６ 参照】善福寺川の特徴として、

他の河川に比べて多くの水草が生育しています。これは善福寺川の水深が浅く、雑

食性のコイが少ないことが要因であると言われています。 

図に示したように、昔に比べて現在は全体的に生き物の個体数が少なくなり、

脆弱な生態系の構造となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  善福寺川流域の主な動植物の生息・生育状況 

昔の様子 今の様子 
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 杉並区の土地利用の変遷 

 

 

■ 善福寺川周辺の土地利用変化 

昭和初期まで、善福寺川流域では水田が広がり、多様な水辺を含めた緑の空間が

広がっていましたが、図に示したように市街化が進んだ昭和後期では、水田や畑は

消失し、緑地も限定された場所にしか見ら

れなくなりました。 

現在、善福寺川流域には善福寺公園や善

福寺川緑地などのまとまった公園・緑地が

あるとともに、小規模な緑地も点在してい

ます。この中には、過去の歴史的著名人や

文化人の居住跡地（嵯峨邸跡地など）も見

られます。（現在、嵯峨邸跡地は、都立和

田堀公園内の観察の森としてバードサン

クチュアリとなっています。）また、近年、

学校ビオトープなどの取り組みも進んで

おり、善福寺川流域でも多くの学校が取り

組んでいます。【詳細は資料７ 参照】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「平成 9年度緑化基本調査報告書」(平成10年)より作成 

 昭和初期

 明治中頃 

 昭和後期  
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 大きく蛇行した善福寺川の流路 
  杉並区みどりの実態調査(平成20年)より 

■ 善福寺川の改修と下水道整備 

昭和 20 年頃には、浸水被害が河川沿いの全域で多発していたことから、水害

から地域を守るために河川改修事業が進められました。善福寺川の戦後の本格的な

改修は、昭和25年からのことで、昭和38年には、松渓橋までの約5.4kmが完

成し、以後の改修は、神田川や妙正寺川と同様に、緊急整備計画に組み込まれ、昭

和 45 年度に１時間に３０㎜の降雨に対応できる整備が完了しました。現在では、

１時間に50㎜の降雨に対応できるように、神田川環状七号線地下調節池の整備や

和田堀公園内の掘り込み式調節池整備、護岸改修工事等の整備が行われたため、下

流域では水害が減少しています。 

昭和４０年代に土木技術者たちにより初めて親水という概念が提案され、都内

の中小河川では善福寺川がその概念を取り入れる出発点となりました。その後、和

田堀公園や善福寺川緑地内を中心に、水辺に近づけるテラスや魚巣ブロックの設置

など、うるおいのある水辺の形成が行われています。つまり、人々の意志により自

然環境の保全・回復という観点をいち早く取り入れたのが善福寺川であるといえま

す。善福寺川の特徴として、こうした歴史を持つことを認識しておくことは大切な

ことだと思います。 

一方、下水道は、１時間に 50 ㎜の降雨に対応できるよう整備は完了していま

すが、合流式下水道のため、雨水による希釈をあまり受けない家庭などからの汚水

が川に流入し、河川の水質悪化を招き、生き物の生息・生育に影響を与えます。 

また、洪水時には、その水量による流れにより魚などが下流に流されてしまい、

数を減らし生態系に影響を与えます。 
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 目標とする水辺環境のイメージ 

３. 善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出事業への提言 

善福寺川とその流域の様子を確認し、それらを踏まえた上で、善福寺川「水鳥

の棲む水辺」創出事業に取り組むにあたって留意すべき点について提言をしたいと

思います。提言に際しては、まず、本事業で目標とする水辺環境について考えてみ

ました。そして、その目標とする水辺環境を実現するために重要と考える基本的な

8つの視点を示しました。 

■ 目標とする水辺環境について 

本事業で目標とする潤いと安らぎのある水辺とは、どのような環境をいうので

しょうか。初めに、目指すべき姿を確認しておきたいと思います。潤いと安らぎの

ある水辺とは、豊かな湧水に恵まれた美しい川の流れがあり、そこに多様な動植物

が生息・生育するような水辺ではないでしょうか。そして、区民が、身近な場所で

こうした水辺に触れられ、潤いと安らぎを実感できることが理想ではないでしょう

か。 

また、川のみでなく、川沿いの流域に広がる公園・緑地、学校、神社やお寺、

団地などの貴重な自然にも目を向ける必要があるでしょう。点から線、線から面へ

と川から発する豊かな自然の広がりとそれらのつながりを意識して取り組むこと

が重要と考えます。 
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■ 善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出事業 ８つの視点 

善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出事業により、善福寺川を中心に、豊かな自然

環境の広がりとつながりを考えながら、区民が潤いと安らぎを実感できる水辺環境

の再生・創出を目指すことは、意義あることと考えます。 

目標とする水辺環境の実現には、河川の治水対策事業と調整を図りながら、次

の８つの基本的な視点に留意して事業を進めることが重要と考えます。 

 

 

視点① 豊かできれいな流れをつくろう 

 

視点② みどりを増やそう 

 

視点③ 多様な生物が棲む水辺環境をつくろう 

 

視点④ 流域のネットワークをつくろう 

 

視点⑤ 事業を知らせてみんなの関心を高めよう 

 

視点⑥ みんなで事業に取り組もう 

 

視点⑦ できることから始めて続けよう 

 

視点⑧ 事業を見守り将来につなげよう 
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豊かできれいな流れをつくるための施策イメージ 

水源(善福寺池)の保全 

湧水の保全（御供米橋周辺の湧水箇所の遠景・近景） 

浸透性舗装・雨水浸透桝・雨水浸透

管の設置(区立柏の宮公園) 

視点① 豊かできれいな流れをつくろう 

 

安定した水量ときれいな水質を確保することは、豊かな水辺環境づくりの基本

と考えます。豊かできれいな流れは、多様な動植物の生息・生育空間を生み出し、

潤いと安らぎのある水辺環境づくりにつながるでしょう。 

そのためには、善福寺川に流れこむ地下水（湧水）をより豊かなものにしてい

くことや水質悪化を招いている合流式下水道の改善を検討する必要があります。 

地下水（湧水）の保全については、善福寺川の流域全体で考え、区民一人ひと

りが雨水浸透施設の設置などを推進していくことが重要です。 

また、合流式下水道の改善については、東京都と連携し、長期的な課題として

取り組むべきでしょう。 
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河川緑化のイメージ 

 視点② みどりを増やそう  

 

豊かなみどりは、野鳥が休息したり繁殖したりする空間や魚や昆虫などが生息

しやすい環境をつくり出します。また、魚や昆虫が増えれば、それらを餌とする

水鳥も集まってきます。善福寺川やその流域でみどりを増やすことは、動植物に

とっても、区民にとっても良好な環境づくりにつながります。 

川の護岸、河川管理通路、周辺の公園・緑地・学校・その他公共施設など、可

能な限りの場所で緑化を推進しましょう。その際、昆虫や野鳥が集まるような花

や実をつける植物を多く植えると効果があるでしょう。また、河床に水草を殖や

し、魚や水生生物の生息空間をつくると、それらを求めて野鳥も飛来するでしょ

う。流域の団地、お寺や神社、その他民有地でも、みどりの保全、緑化の推進を

図り、善福寺川を中心とした面的なみどりの広がりをつくることも重要と考えま

す。川沿いや周辺道路沿いの民有地を含めたみどりの生垣の育成などに力を入れ

ることも効果的ではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況（平成16年） 
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 水辺環境再生の事例(横浜市いたち川)  

水田のイメージ（区立柏の宮公園) 都立和田堀公園内 観察の森 

バードサンクチュアリ（嵯峨邸跡地)

視点③ 多様な生物が棲む水辺環境をつくろう 

 

川の瀬や淵、ヨシ原、池、水田など、多様な水辺環境には、多様な動植物が、

各々の生活に適した環境で生息しています。こうした多様な水辺環境を善福寺川

の河床や護岸、湧水地点、周辺の公園・緑地の池などを対象に保全・創出してい

くことは、生物多様性を保全する観点からも重要です。 

川の河床に、瀬や淵をつくったり、川沿いの大規模な公園・緑地に、湿地や水

田などの再生・創出を図ったりすることを検討してはどうでしょうか。善福寺川

では、大雨のたびに魚が下流へ流されることがあります。魚が棲めるよう魚が避

難したり遡上したりできる川づくりに取り組むことも必要でしょう。また、川の

周辺に、野鳥が安心して休息できるバードサンクチュアリなどの設置も考えられ

ると思います。 
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善福寺川周辺とのネットワーク概念図 

視点④ 流域のネットワークをつくろう 

 

多様な動植物を育むための環境づくりは、善福寺川だけではなく、流域を含め

た面的な取組とともに、流域に広がる個々の空間のつながりを意識して進めるこ

とが大切です。みどりと生物の多様性との関係は、一般的に「みどりは大きくて

円型に近いほうが生物の多様性が高まる」といわれ、さらに「独立したみどりを

つなげると生物の多様性はより高まる」といわれます。 

本事業も、善福寺川と善福寺川周辺の公園・緑地や学校ビオトープなど相互の

ネットワーク形成を図り、生物の多様性を高めることが重要と考えます。生きた

博物館ともいえる周辺の学校や公園・緑地などのビオトープをトンボやカモなど

の繁殖・休息地としてとらえ、川とのネットワークづくりを意識すると川の自然

環境向上につながるでしょう。また、ビオトープで育成したメダカや水草などを

川に放したり植えたりすることも考えられるでしょう。 
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カワセミ 

メダカ(黒メダカ) 

視点⑤ 事業を知らせてみんなの関心を高めよう 

 

事業をより実りあるものとするには、区民への事業周知に努めて、区民一人ひ

とりの関心を高め、参加意欲を引き出していくことが大切になります。そのため、

事業の周知方法を工夫しながら充実していく必要があります。 

事業に関連した区民参加の勉強会や環境調査、シンポジウムなどを積極的に開

催してはどうでしょうか。周知の際に、例えばカワセミなどを事業のシンボルと

して活用すると、区民にわかりやすく、親しみやすい事業となるでしょう。 

川沿いを歩きやすく整備するとともに、川沿いに、事業に関連する基礎知識に

ついてのわかりやすい説明板を設置して、子どもたちを始めとした多くの区民の

理解を深める工夫も必要と考えます。また、ムサシトミヨやメダカ、ヘイケボタ

ルなど、かつて善福寺川で見られた豊かな水辺環境を象徴する生物の復元を試み、

区民の関心を引き出すことも面白いでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ムサシトミヨ 

野鳥の説明板（区立西田小学校） 

（ムサシトミヨの巣） 
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学校ビオトープの充実（区立杉並第六小学校）

（写真提供 ビオトープネットワーク杉並） 

視点⑥ みんなで事業に取り組もう 

 

善福寺川の流域を含めた広い範囲で事業を展開するには、多くの区民との協働

による充実した事業展開を図る必要があるでしょう。子どもからお年寄りまで世

代を越えた多くの区民による事業の取組が求められます。 

川歩きや生き物観察会などの取り組みやすい活動を、地域の小学生などと始め

ると、その保護者や多くの区民を巻き込んだ地域活動に発展するのではないでし

ょうか。 

  そして、既に善福寺川に関する様々な自主活動を実施されているボランティ

アや NPO 団体などのネットワークづくりに取り組むことも事業を効果的に進

めるためには必要と考えます。 

また、公園、学校等のビオトープを充実することや、雨水浸透施設の設置に取

り組むことが、間接的に、豊かな水辺環境の創出につながることを多くの区民に

理解いただき、事業に係っていただくことも区民参加の幅を広げることにつなが

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境イベント（都立和田堀公園） 

（写真提供 みどりの善福寺川を愛でる会） 
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視点⑦ できることから始めて続けよう 

 

事業を進めるにあたっては、すぐできる取組と、実現に時間がかかる取組が

あります。中長期の視点を持ちつつ、短期に実施可能なことから取り組むことが

大切です。また、できることから始めて、将来にわたり継続させていくことが重

要です。 

中長期にわたる河川改修や下水道改善で、自然河床の創出や水質改善を目指す

とともに、日常の河川管理のあり方を見直し、みどりの保全・創出に取り組む必

要があるでしょう。川沿いで見られる動植物の説明板の整備などは、短期に実施

可能な効果的な取組ではないでしょうか。また、川の生き物調査などは、区民参

加ですぐに実施できるソフトの取組といえます。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 みんなで考える 

川の生き物調査（松渓橋周辺）

（区立西田小学校 環境学習風景）

（写真提供 みどりの善福寺川を愛でる会）

多様な生物が棲めるワンド（入江）イメージ図 

（善福寺川 区立済美公園周辺） 
（イメージ図提供 東京都第三建設事務所）

川の生き物調査（御供米橋周辺） 

（区立松ノ木小学校 環境学習風景） 
（写真提供 みどりの善福寺川を愛でる会） 
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ＰＤＣＡサイクルによる事業の充実・展開 

視点⑧ 事業を見守り将来につなげよう 

 

事業の充実・発展を図るには、事業を実施しながら、取組の効果を検証し、必

要あれば事業を見直す姿勢が重要と考えます。 

水鳥の一斉調査や河川生物調査など定期的なモニタリングを実施して、その結

果を検証し、事業に反映する PDCA（計画、行動、評価、改善）サイクルを意

識した仕組づくりが必要と考えます。 

また、水辺環境に関する区民の満足度を定期的に調査して把握することも、事

業の成果を見る上で重要と考えます。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

Plan（計画）→Do（実行）→Check

（評価）→Action（改善）のサイク

ルに基づき、事業を継続的に見直し

発展させていきます。 

・善福寺川「水鳥の住む水辺」創出事業の立案

・事業の優先順位、進め方の検討 

・モニタリング 

・区民意識調査 
・行政評価 

・事業内容の公表 

・個別施策の実施 

・事業の見直し 

（進め方・計画内容・参加主体など） 

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Do 
（実施） 

Check
（評価）

Act 
（改善） 

Plan
（計画）
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４. おわりに 

私たち検討懇談会委員は、専門とする分野はそれぞれ異なりましたが、５回の

懇談会を通じ、善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出事業について、真剣に議論し、知

恵を出し合って提言をまとめました。 

善福寺川は、その起終点を、ほぼ杉並区内に持つ杉並区の川といえます。湧水に

恵まれ、川沿いには、善福寺公園、善福寺川緑地、和田堀公園などのまとまった公

園・緑地や多くの小・中学校のビオトープなどがあります。提言は、こうした善福

寺川の特性を踏まえ、目標とする水辺環境を実現するために留意すべき基本的な視

点をまとめたものです。 目指すべき目標を見据えながら、できることから区民と

ともに実施していくことが大切なことと考えます。 

この事業をきっかけに、区民意識が高まり、潤いと安らぎのある水辺環境の再

生・創出が着実に進むことを期待しています。そして、５年後、１０年後に、善福

寺川とその流域で、活発な区民活動が展開され、豊かな水辺環境づくりが進んでい

ることを願います。また、杉並区での取組が、全国の豊かな水辺環境の再生・創出

につながるとすばらしいと思います。 
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◇  資料編 

資料１ 

＜善福寺川で確認された植物＞ 

「杉並区自然環境調査(第 5次)」の植物調査結果(調査期間平成17年 4月～平

成19年 5月)及び「杉並区 河川の生物 第 5次河川生物調査」の植物調査結

果(調査期間平成16年 8月及び1０月)における善福寺川及び周辺で確認された

植物を表１に示しました。 

表１ 確認された植物(1/5) 

文献１：杉並区自然環境調査報告書(第 5次)  

文献２：杉並区 河川の生物 第五次河川生物調査報告書

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

ｲﾜﾋﾊﾞ科 ｶﾀﾋﾊﾞ ●
ｺﾝﾃﾘｸﾗﾏｺﾞｹ ●

ﾄｸｻ科 ｽｷﾞﾅ ● ●
ﾄｸｻ ● ●

ﾊﾅﾔｽﾘ科 ｵｵﾊﾅﾜﾗﾋﾞ ●
ﾌﾕﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ ●
ﾋﾛﾊﾊﾅﾔｽﾘ ●

ﾌｻｼﾀﾞ科 ｶﾆｸｻ ● ●
ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ科 ﾀﾁｼﾉﾌﾞ ● ●

ﾎｳﾗｲｼﾀﾞ属の一種（園芸種） ●
ｲﾉﾓﾄｿｳ科 ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ ● ● ●

ｲﾉﾓﾄｿｳ ● ● ●
ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ科 ｺﾊﾞﾉﾋﾉｷｼﾀﾞ ●
ｵｼﾀﾞ科 ｵﾆﾔﾌﾞｿﾃﾂ ●

ﾔﾌﾞｿﾃﾂ ● ● ●
ﾍﾞﾆｼﾀﾞ ● ●
ｵｵｲﾀﾁｼﾀﾞ ●
ｱｽｶｲﾉﾃﾞ ●
ｱｲｱｽｶｲﾉﾃﾞ ●
ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ ●

ﾋﾒｼﾀﾞ科 ｹﾞｼﾞｹﾞｼﾞｼﾀﾞ ●
ﾋﾒﾜﾗﾋﾞ ● ●
ﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾜﾗﾋﾞ ●

ﾒｼﾀﾞ科 ｲﾇﾜﾗﾋﾞ ● ● ● ● ●
ｼｹｼﾀﾞ ●

ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾉｷｼﾉﾌﾞ ● ●
ｲﾁｮｳ科 ｲﾁｮｳ ● ● ● ●
ﾏﾂ科 ﾋﾏﾗﾔｽｷﾞ ● ●

ｱｶﾏﾂ ● ●
ｸﾛﾏﾂ ● ●

ｽｷﾞ科 ｽｷﾞ ●
ﾀﾁﾗｸｳｼｮｳ ●
ﾇﾏｽｷﾞ ●

ﾋﾉｷ科 ﾋﾉｷ ● ● ● ●
ｻﾜﾗ ● ● ● ●
ｺﾉﾃｶﾞｼﾜ ● ●

ﾏｷ科 ｲﾇﾏｷ ●
ｲﾁｲ科 ｷｬﾗﾎﾞｸ ●

ｶﾔ ●
ﾔﾏﾓﾓ科 ﾔﾏﾓﾓ ● ●
ｸﾙﾐ科 ｵﾆｸﾞﾙﾐ ●

ｼﾅｻﾜｸﾞﾙﾐ ●
ﾔﾅｷﾞ科 ｼﾀﾞﾚﾔﾅｷﾞ ● ●

ﾊﾞｯｺﾔﾅｷﾞ ●
ｱｶﾒﾔﾅｷﾞ ●

ｶﾊﾞﾉｷ科 ﾊﾝﾉｷ ● ● ●
ｱｶｼﾃﾞ ● ● ●
ｲﾇｼﾃﾞ ● ●

ﾌﾞﾅ科 ｸﾘ ●
ｽﾀﾞｼﾞｲ ● ● ● ●
ﾏﾃﾊﾞｼｲ ● ● ●
ｸﾇｷﾞ ● ●
ｶｼﾜ ●
ｱﾗｶｼ ●
ｼﾗｶｼ ● ● ● ● ●
ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ ● ● ● ●
ｺﾅﾗ ● ● ● ●

ﾆﾚ科 ﾑｸﾉｷ ● ● ● ● ● ●
ｴﾉｷ ● ● ● ● ● ●
ｱｷﾆﾚ ● ● ●

文献１

科名 種名

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

(ﾆﾚ科) ｹﾔｷ ● ● ● ● ● ●
ｸﾜ科 ﾋﾒｺｳｿﾞ ●

ｸﾜｸｻ ● ●
ｲﾇﾋﾞﾜ ● ●
ｶﾅﾑｸﾞﾗ ● ●
ﾔﾏｸﾞﾜ ● ● ● ● ● ●

ｲﾗｸｻ科 ﾔﾌﾞﾏｵ ● ●
ｶﾗﾑｼ ● ●
ﾐｽﾞ ●
ｱｵﾐｽﾞ ● ●

ｸﾜ科 ｲﾁｼﾞｸ ●
ﾀﾃﾞ科 ﾐｽﾞﾋｷ ● ● ●

ｷﾞﾝﾐｽﾞﾋｷ ● ●
ﾔﾅｷﾞﾇｶﾎﾞ ●
ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ ● ●
ｲﾇﾀﾃﾞ ● ● ● ● ● ●
ﾊﾅﾀﾃﾞ ● ● ● ●
ﾎﾞﾝﾄｸﾀﾃﾞ ● ●
ﾂﾙﾄﾞｸﾀﾞﾐ ●
ﾐﾁﾔﾅｷﾞ ● ●
ｲﾀﾄﾞﾘ ● ● ●
ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ ● ●
ｷﾞｼｷﾞｼ ● ● ●
ﾋﾒﾂﾙｿﾊﾞ ●
ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ ●
ｷﾞｼｷﾞｼの一種 ●

ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ科 ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ● ● ● ● ● ●
ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ科 ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ ● ● ●
ｽﾍﾞﾘﾋﾕ科 ｽﾍﾞﾘﾋﾕ ● ●

ﾊｾﾞﾗﾝ ● ● ●
ﾅﾃﾞｼｺ科 ﾉﾐﾉﾂﾂﾞﾘ ●

ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ ● ● ●
ﾂﾒｸｻ ● ● ●
ｳｼﾊｺﾍﾞ ● ● ● ●
ｺﾊｺﾍﾞ ● ● ●
ﾐﾄﾞﾘﾊｺﾍﾞ ●
ﾊｺﾍﾞ属の一種 ●

ｱｶｻﾞ科 ｼﾛｻﾞ ● ●
ｹｱﾘﾀｿｳ ●
ｺｱｶｻﾞ ●
ｱｶｻﾞ ●

ﾋﾕ科 ﾋｶｹﾞｲﾉｺｽﾞﾁ ● ● ● ●
ﾋﾅﾀｲﾉｺｽﾞﾁ ● ● ● ● ● ●
ｲﾇﾋﾞﾕ ● ● ● ●

ﾓｸﾚﾝ科 ﾕﾘﾉｷ ● ● ●
ｺﾌﾞｼ ● ● ● ● ●
ｼﾓｸﾚﾝ ●

ﾏﾂﾌﾞｻ科 ｻﾈｶｽﾞﾗ ● ●
ｼｷﾐ科 ｼｷﾐ ●
ﾛｳﾊﾞｲ科 ｿｼﾝﾛｳﾊﾞｲ ●
ｸｽﾉｷ科 ｸｽﾉｷ ● ● ●

ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ ● ●
ｹﾞｯｹｲｼﾞｭ ●
ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ ● ●
ｸﾛﾓｼﾞ ●
ｼﾛﾀﾞﾓ ● ● ● ● ●
ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ ●

ｶﾂﾗ科 ｶﾂﾗ ● ●
ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ科 ﾆﾘﾝｿｳ ●

ﾋﾒｳｽﾞ ●

文献１

科名 種名
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表１ 確認された植物(2/5) 

文献１：杉並区自然環境調査報告書(第 5次)  

文献２：杉並区 河川の生物 第五次河川生物調査報告書 

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

(ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ科) ｴﾝｺｳｿｳ ●
ｺﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ ● ●
ｾﾘﾊﾞﾋｴﾝｿｳ ●
ｳﾏﾉｱｼｶﾞﾀ ●
ｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ ● ●
ﾋﾒﾘｭｳｷﾝｶ ●

ﾒｷﾞ科 ﾒｷﾞ ●
ｲｶﾘｿｳ ●
ﾎｿﾊﾞﾋｲﾗｷﾞﾅﾝﾃﾝ ● ●
ﾋｲﾗｷﾞﾅﾝﾃﾝ ● ●
ﾅﾝﾃﾝ ● ● ● ●

ｱｹﾋﾞ科 ｱｹﾋﾞ ● ●
ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ ● ● ●
ﾑﾍﾞ ●

ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ科 ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ ●
ｽｲﾚﾝ科 ｺｳﾎﾈ ●

ｽｲﾚﾝ科の一種（園芸種） ●
ﾄﾞｸﾀﾞﾐ科 ﾄﾞｸﾀﾞﾐ ● ● ● ● ● ●

ﾊﾝｹﾞｼｮｳ ●
ｾﾝﾘｮｳ科 ﾋﾄﾘｼｽﾞｶ ●
ﾏﾀﾀﾋﾞ科 ｷｳｲ ● ●
ﾂﾊﾞｷ科 ｶﾝﾂﾊﾞｷ ●

ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ ● ● ● ●
ﾂﾊﾞｷ ●
ｻｻﾞﾝｶ ● ● ● ●
ｻｶｷ ●
ﾊﾏﾋｻｶｷ ●
ﾋｻｶｷ ● ● ●
ﾓｯｺｸ ● ●
ﾁｬﾉｷ ● ●

ｵﾄｷﾞﾘｿｳ科 ﾋﾞﾖｳﾔﾅｷﾞ ●
ｷﾝｼﾊﾞｲ ● ●

ｹｼ科 ｷｹﾏﾝ ●
ｸｻﾉｵｳ ●
ﾑﾗｻｷｹﾏﾝ ● ● ●
ｼﾗﾕｷｹﾞｼ ●
ﾀｹﾆｸﾞｻ ● ● ●
ﾅｶﾞﾐﾋﾅｹﾞｼ ● ●

ｱﾌﾞﾗﾅ科 ｱﾌﾞﾗﾅ ●
ｲﾇｶｷﾈｶﾞﾗｼ ●
ｲﾇｶﾞﾗｼ ● ● ● ● ●
ｲﾇﾅｽﾞﾅ ●
ｵｵﾊﾞﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ ●
ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ ● ●
ｶｷﾈｶﾞﾗｼ ●
ｼｮｶﾂｻｲ ● ●
ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ ● ● ●
ﾅｽﾞﾅ ● ●
ﾐﾁﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ ●
ﾒｷｼｺﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ ●

ﾏﾝｻｸ科 ﾋｭｳｶﾞﾐｽﾞｷ ● ●
ﾄｻﾐｽﾞｷ ● ● ●
ﾏﾝｻｸ ●

ﾍﾞﾝｹｲｿｳ科 ｺﾓﾁﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ ●
ﾕｷﾉｼﾀ科 ｳﾂｷﾞ ● ●

ﾋﾒｳﾂｷﾞ ●
ｱｼﾞｻｲ ● ● ● ●
ｶﾞｸｱｼﾞｻｲ ● ●
ﾔﾏｱｼﾞｻｲ ●
ﾕｷﾉｼﾀ ●

文献１

科名 種名

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

ﾄﾍﾞﾗ科 ﾄﾍﾞﾗ ●
ﾊﾞﾗ科 ｲﾄｻﾞｸﾗ ●

ｲﾇｻﾞｸﾗ ●
ｲﾌﾞｷｼﾓﾂｹ ●
ｳｺﾝ ●
ｳﾒ ● ● ●
ｵｵｼﾏｻﾞｸﾗ ●
ｵﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ ●
ｶｼﾞｲﾁｺﾞ ●
ｶﾅﾒﾓﾁ ●
ｶﾏﾂｶ ●
ｷﾝﾐｽﾞﾋｷ ● ● ●
ｸｻｲﾁｺﾞ ●
ｸｻﾎﾞｹ ● ●
ｺｺﾞﾒｳﾂｷﾞ ● ● ●
ｺﾃﾞﾏﾘ ● ● ●
ｻﾄｻﾞｸﾗ ●
ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ ● ●
ｼﾛﾔﾏﾌﾞｷ ●
ｿﾒｲﾖｼﾉ ● ● ● ● ● ●
ﾀﾁﾊﾞﾅﾓﾄﾞｷ ●
ﾄｻｼﾓﾂｹ ●
ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ ●
ﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ ●
ﾉｲﾊﾞﾗ ●
ﾊﾞﾗｲﾁｺﾞ ●
ﾋﾞﾜ ● ● ●
ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ ● ● ● ● ●
ﾎﾞｹ ● ● ●
ﾐﾂﾊﾞﾂﾁｸﾞﾘ ●
ﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ ●
ﾓﾓ ●
ﾔｴﾔﾏﾌﾞｷ ●
ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ ● ●
ﾔﾏｻﾞｸﾗ ● ● ●
ﾔﾏﾌﾞｷ ● ● ● ● ●
ﾕｷﾔﾅｷﾞ ● ● ● ●
ﾄｷﾜｻﾝｻﾞｼ属の一種 ●

ﾏﾒ科 ﾔﾌﾞﾏﾒ ● ●
ﾊﾅｽﾞｵｳ ● ●
ﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ ●
ﾉｻｻｹﾞ ●
ﾔﾏﾊｷﾞ ●
ﾈｺﾊｷﾞ
ｲﾇｴﾝｼﾞｭ ●
ｸｽﾞ ● ●
ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ ● ● ● ●
ｴﾝｼﾞｭ ● ● ● ●
ｼﾛﾂﾒｸｻ ● ● ●
ﾔﾊｽﾞｴﾝﾄﾞｳ ● ●
ｽｽﾞﾒﾉｴﾝﾄﾞｳ ●
ﾌｼﾞ ● ● ● ● ●

ｶﾀﾊﾞﾐ科 ｲﾓｶﾀﾊﾞﾐ ●
ｶﾀﾊﾞﾐ ● ● ● ● ● ●
ｱｶｶﾀﾊﾞﾐ ● ●
ﾑﾗｻｷｶﾀﾊﾞﾐ ● ● ● ● ● ●

ﾌｳﾛｿｳ科 ｱﾒﾘｶﾌｳﾛ ● ●
ｹﾞﾝﾉｼｮｳｺ ● ● ●

ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ科 ｴﾉｷｸﾞｻ ● ● ● ●
ｺﾆｼｷｿｳ ● ●

文献１

科名 種名
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表１ 確認された植物(３/5) 

文献１：杉並区自然環境調査報告書(第 5次)  

文献２：杉並区 河川の生物 第五次河川生物調査報告書 

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

(ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ科) ｱｶﾒｶﾞｼﾜ ● ● ● ● ● ●
ｺﾐｶﾝｿｳ ● ●

ﾕｽﾞﾘﾊ科 ﾕｽﾞﾘﾊ ● ●
ﾐｶﾝ科 ﾅﾂﾐｶﾝ ● ●

ｶﾗﾀﾁ ●
ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ ●
ｻﾝｼｮｳ ●

ﾆｶﾞｷ科 ﾆﾜｳﾙｼ ●
ﾆｶﾞｷ ●

ｾﾝﾀﾞﾝ科 ﾁｬﾝﾁﾝ ●
ｾﾝﾀﾞﾝ ● ●

ｳﾙｼ科 ﾂﾀｳﾙｼ ●
ﾇﾙﾃﾞ ● ●
ﾊｾﾞﾉｷ ● ●
ﾔﾏﾊｾﾞ ●
ﾔﾏｳﾙｼ ●

ｶｴﾃﾞ科 ﾄｳｶｴﾃﾞ ● ● ● ● ●
ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ ●
ｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ ●
ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ ● ● ● ●

ﾑｸﾛｼﾞ科 ﾑｸﾛｼﾞ ●
ﾄﾁﾉｷ科 ﾄﾁﾉｷ ● ● ●
ﾂﾘﾌﾈｿｳ科 ｷﾂﾘﾌﾈ ●
ﾓﾁﾉｷ科 ｲﾇﾂｹﾞ ● ● ● ●

ﾓﾁﾉｷ ● ●
ｳﾒﾓﾄﾞｷ ●

ﾆｼｷｷﾞ科 ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ ● ●
ﾆｼｷｷﾞ ●
ｺﾏﾕﾐ ●
ﾏｻｷ ● ● ●
ﾂﾘﾊﾞﾅ ●
ﾏﾕﾐ ● ● ●

ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ科 ｺﾞﾝｽﾞｲ ●
ﾂｹﾞ科 ﾂｹﾞ ●

ﾌｯｷｿｳ ●
ﾌﾞﾄﾞｳ科 ﾉﾌﾞﾄﾞｳ ● ● ●

ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ ● ● ● ● ● ●
ｴﾋﾞﾂﾞﾙ ●
ﾂﾀ ● ● ● ●

ｱｵｲ科 ﾌﾖｳ ●
ﾑｸｹﾞ ● ● ● ●
ｾﾞﾆﾊﾞｱｵｲ ●

ｱｵｷﾞﾘ科 ｱｵｷﾞﾘ ● ●
ｼﾞﾝﾁｮｳｹﾞ科 ｼﾞﾝﾁｮｳｹﾞ ●
ｸﾞﾐ科 ﾅﾂｸﾞﾐ ● ●

ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ ● ●
ｲｲｷﾞﾘ科 ｲｲｷﾞﾘ ● ● ● ● ●
ｽﾐﾚ科 ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ ● ● ● ● ●

ｺｽﾐﾚ ●
ﾏﾙﾊﾞｽﾐﾚ ● ● ●
ｽﾐﾚ ● ●
ﾆｵｲｽﾐﾚ ●
ﾂﾎﾞｽﾐﾚ ● ●
ｱﾒﾘｶｽﾐﾚｻｲｼﾝ ●

ｳﾘ科 ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ ● ● ●
ｱﾚﾁｳﾘ ●
ｶﾗｽｳﾘ ● ● ● ● ●
ｷｶﾗｽｳﾘ ● ●

ﾐｿﾊｷﾞ科 ｻﾙｽﾍﾞﾘ ● ● ●
ｱｶﾊﾞﾅ科 ﾐｽﾞﾀﾏｿｳ ●

文献１

科名 種名

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

(ｱｶﾊﾞﾅ科) ｱｶﾊﾞﾅ ●
ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ ●
ﾕｳｹﾞｼｮｳ ●

ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ科 ｵｵﾌｻﾓ ●
ﾐｽﾞｷ科 ｱｵｷ ● ● ● ● ● ●

ﾊﾅﾐｽﾞｷ ● ● ●
ﾐｽﾞｷ ● ● ●
ｸﾏﾉﾐｽﾞｷ ●
ｻﾝｼｭﾕ ●

ｳｺｷﾞ科 ｳﾄﾞ ●
ﾀﾗﾉｷ ●
ﾔﾂﾃﾞ ● ● ● ● ● ●
ｷﾂﾞﾀ ● ● ● ● ●
ﾊﾘｷﾞﾘ ●

ｾﾘ科 ｱｼﾀﾊﾞ ●
ﾐﾂﾊﾞ ● ●
ﾉﾁﾄﾞﾒ ●
ﾁﾄﾞﾒｸﾞｻ ● ● ● ● ●
ｾﾘ ● ● ●
ﾔﾌﾞﾆﾝｼﾞﾝ ● ●

ﾂﾂｼﾞ科 ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ ● ● ●
ｱｾﾋﾞ ● ● ●
ｻﾂｷ ● ●
ﾘｭｳｷｭｳﾂﾂｼﾞ ●
ｷﾘｼﾏﾂﾂｼﾞ ●
ｸﾙﾒﾂﾂｼﾞ ● ● ●
ﾔﾏﾂﾂｼﾞ ● ●
ｵｵﾑﾗｻｷ ● ● ● ●
ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ ●
ﾂﾂｼﾞ科の一種（園芸種） ●

ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ科 ﾏﾝﾘｮｳ ● ● ● ●
ｻｸﾗｿｳ科 ｺﾅｽﾋﾞ ● ● ● ● ●
ｶｷﾉｷ科 ｶｷﾉｷ ● ● ● ●
ｴｺﾞﾉｷ科 ｴｺﾞﾉｷ ● ● ● ●

ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ ● ●
ﾊｲﾉｷ科 ｻﾜﾌﾀｷﾞ ● ●
ﾓｸｾｲ科 ﾚﾝｷﾞｮｳ ● ● ●

ｼﾅﾚﾝｷﾞｮｳ ● ● ●
ﾁｮｳｾﾝﾚﾝｷﾞｮｳ ●
ﾄﾈﾘｺ ●
ｱｵﾀﾞﾓ ●
ﾈｽﾞﾐﾓﾁ ● ●
ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ ● ● ● ● ● ●
ｲﾎﾞﾀﾉｷ ● ● ● ●
ﾋｲﾗｷﾞﾓｸｾｲ ● ● ●
ｷﾝﾓｸｾｲ ● ● ●
ﾋｲﾗｷﾞ ●
ﾑﾗｻｷﾊｼﾄﾞｲ ●

ﾐﾂｶﾞｼﾜ科 ｱｻｻﾞ ●
ｷｮｳﾁｸﾄｳ科 ｷｮｳﾁｸﾄｳ ●

ﾃｲｶｶｽﾞﾗ ●
ﾂﾙﾆﾁﾆﾁｿｳ ●

ｶﾞｶﾞｲﾓ科 ｶﾞｶﾞｲﾓ
ｱｶﾈ科 ﾔｴﾑｸﾞﾗ ● ● ● ● ● ●

ｸﾁﾅｼ ● ●
ﾊｼｶｸﾞｻ ●
ﾍｸｿｶｽﾞﾗ ● ● ● ● ●
ﾊｸﾁｮｳｹﾞ ●
ﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ ●

ﾋﾙｶﾞｵ科 ｺﾋﾙｶﾞｵ ● ● ●

文献１

科名 種名
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表１ 確認された植物(４/5) 
  

文献１：杉並区自然環境調査報告書(第 5次)  

文献２：杉並区 河川の生物 第五次河川生物調査報告書 

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

(ﾋﾙｶﾞｵ科) ﾋﾙｶﾞｵ ● ● ● ●
ﾏﾙﾊﾞｱｻｶﾞｵ ● ●
ﾏﾙﾊﾞﾙｺｳ ●

ﾑﾗｻｷ科 ﾊﾅｲﾊﾞﾅ ●
ﾋﾚﾊﾘｿｳ ●
ｷｭｳﾘｸﾞｻ ● ● ●

ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科 ｺﾑﾗｻｷ ● ●
ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ ● ● ● ●
ﾎﾞﾀﾝｸｻｷﾞ ●
ｸｻｷﾞ ● ● ●

ｱﾜｺﾞｹ科 ｱﾜｺﾞｹ ●
ﾐｽﾞﾊｺﾍﾞ

ｼｿ科 ｷﾗﾝｿｳ ●
ｼﾞｭｳﾆﾋﾄｴ ●
ｲﾇﾄｳﾊﾞﾅ ● ●
ｶｷﾄﾞｵｼ ● ● ●
ﾎﾄｹﾉｻﾞ ● ●
ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ ● ●
ｲﾇｺｳｼﾞｭ ●
ｼｿ ● ●
ﾆｶﾞｸｻ ● ●
ﾄｳﾊﾞﾅ ●
ｵﾗﾝﾀﾞﾊｯｶ ●
ｳﾂﾎﾞｸﾞｻ ●

ﾅｽ科 ｸｺ ● ●
ｲｶﾞﾎｵｽﾞｷ ●
ｾﾝﾅﾘﾎｵｽﾞｷ ●
ｱﾒﾘｶｲﾇﾎｵｽﾞｷ ● ●
ﾜﾙﾅｽﾋﾞ ● ● ●
ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ ● ● ●
ｲﾇﾎｵｽﾞｷ ● ●
ﾀﾏｻﾝｺﾞ ● ● ● ●
ｲﾇﾎｵｽﾞｷ属の一種 ●

ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科 ｳﾘｸｻ ● ●
ｱｾﾞﾅ ●
ｱﾒﾘｶｱｾﾞﾅ
ﾂﾀﾊﾞｳﾝﾗﾝ ●
ﾄｷﾜﾊｾﾞ ● ● ● ●
ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ ● ●
ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ ● ● ●
ｶﾜﾁﾞｼｬ

ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ科 ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ ● ●
ﾊｴﾄﾞｸｿｳ科 ﾊｴﾄﾞｸｿｳ ● ●
ｵｵﾊﾞｺ科 ｵｵﾊﾞｺ ● ● ● ● ● ●

ﾄｳｵｵﾊﾞｺ ●
ｽｲｶｽﾞﾗ科 ﾊﾅｿﾞﾉﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ ● ● ●

ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ ● ● ●
ｽｲｶｽﾞﾗ ● ● ● ●
ﾆﾜﾄｺ ● ● ● ●
ｶﾞﾏｽﾞﾐ ●
ｻﾝｺﾞｼﾞｭ ●
ﾊｺﾈｳﾂｷﾞ ● ●
ﾆｼｷｳﾂｷﾞ ●
ﾀﾆｳﾂｷﾞ ●

ｷｷｮｳ科 ﾎﾀﾙﾌﾞｸﾛ ●
ｷｸ科 ﾉﾌﾞｷ ●

ﾌﾞﾀｸｻ ● ●
ｵｵﾌﾞﾀｸｻ ●
ﾖﾓｷﾞ ● ● ● ● ●
ﾉｺﾝｷﾞｸ ●

文献１

科名 種名

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

（ｷｸ科） ｼﾗﾔﾏｷﾞｸ ● ●
ﾎｳｷｷﾞｸ ● ●
ﾋﾛﾊﾎｳｷｷﾞｸ ● ●
ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ ● ● ●
ﾔﾌﾞﾀﾊﾞｺ ● ● ● ● ●
ﾄｷﾝｿｳ ●
ｱﾚﾁﾉｷﾞｸ ●
ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ ● ● ●
ﾍﾞﾆﾊﾞﾅﾎﾞﾛｷﾞｸ ●
ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ ● ●
ｱﾒﾘｶﾀｶｻﾌﾞﾛｳ ● ●
ﾀﾞﾝﾄﾞﾎﾞﾛｷﾞｸ ●
ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ ● ● ● ●
ﾊﾙｼﾞｵﾝ ● ● ● ● ●
ﾋﾖﾄﾞﾘﾊﾞﾅ ●
ﾂﾜﾌﾞｷ ●
ﾊｷﾀﾞﾒｷﾞｸ ● ● ● ● ●
ﾊﾊｺｸﾞｻ ●
ｱｷﾉﾊﾊｺｸﾞｻ ●
ﾁﾁｺｸﾞｻﾓﾄﾞｷ ●
ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ ● ● ● ●
ｲﾇｷｸｲﾓ ●
ｷﾂﾈｱｻﾞﾐ ●
ｵｵｼﾞｼﾊﾞﾘ ●
ｲﾜﾆｶﾞﾅ ●
ﾕｳｶﾞｷﾞｸ ●
ｶﾝﾄｳﾖﾒﾅ ● ●
ﾖﾒﾅ ●
ｱｷﾉﾉｹﾞｼ ● ●
ﾔﾌﾞﾀﾋﾞﾗｺ ● ●
ﾌｷ ●
ｺｳｿﾞﾘﾅ ●
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ ● ● ●
ｵﾆﾉｹﾞｼ ● ● ●
ﾉｹﾞｼ ● ● ● ●
ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ ● ● ● ●
ﾔﾌﾞﾚｶﾞｻ ● ●
ｼﾛﾊﾞﾅﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ●
ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ● ● ● ● ●
ｶﾝﾄｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ● ●
ﾔｸｼｿｳ ●
ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ ● ● ● ● ●
ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ ●
ﾆｶﾞﾅ ●
ﾉﾎﾞﾛｷﾞｸ ●

ｵﾓﾀﾞｶ科 ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ
ｻｼﾞｵﾓﾀﾞｶ
ｵﾓﾀﾞｶ科の一種 ●

ﾄﾁｶｶﾞﾐ科 ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ ●
ﾋﾙﾑｼﾛ科 ｴﾋﾞﾓ ●

ｱｲﾉｺｲﾄﾓ ●
ﾕﾘ科 ﾉﾋﾞﾙ ● ● ●

ﾊﾗﾝ ●
ﾊﾅﾆﾗ ● ●
ﾄﾞｲﾂｽｽﾞﾗﾝ ●
ﾎｳﾁｬｸｿｳ ● ●
ﾔﾌﾞｶﾝｿﾞｳ ●
ﾉｶﾝｿﾞｳ ●
ﾔﾏﾕﾘ ●
ﾔﾌﾞﾗﾝ ● ● ●

文献１

科名 種名
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表１ 確認された植物(５/5) 

文献１：杉並区自然環境調査報告書(第 5次)  

文献２：杉並区 河川の生物 第五次河川生物調査報告書 

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

(ﾕﾘ科) ﾉｼﾗﾝ ●
ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ ● ● ● ● ●
ﾅｶﾞﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ ●
ｵｵﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ ●
ｱﾏﾄﾞｺﾛ ●
ｷﾁｼﾞｮｳｿｳ ●
ｵﾓﾄ ● ●
ﾅｷﾞｲｶﾀﾞ ●
ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ ● ●
ｼｵﾃﾞ ●
ﾔﾏｶｼｭｳ ●
ﾀｲﾜﾝﾎﾄﾄｷﾞｽ ●
ﾋﾒﾔﾌﾞﾗﾝ ●
ﾊﾀｹﾆﾗ ●

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ科 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ ● ● ●
ｽｲｾﾝ ●

ﾔﾏﾉｲﾓ科 ﾔﾏﾉｲﾓ ● ● ●
ﾋﾒﾄﾞｺﾛ ●
ｵﾆﾄﾞｺﾛ ● ● ● ●

ﾐｽﾞｱｵｲ科 ﾎﾃｲｱｵｲ
ｱﾔﾒ科 ﾊﾅｼｮｳﾌﾞ ●

ｼｬｶﾞ ● ● ● ●
ｶｷﾂﾊﾞﾀ ● ●
ｷｼｮｳﾌﾞ ● ● ●
ﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ ●
ﾋﾒﾋｵｵｷﾞｽﾞｲｾﾝ ●

ｲｸﾞｻ科 ｲ ●
ｸｻｲ ● ●

ﾂﾕｸｻ科 ﾂﾕｸｻ ● ● ● ● ● ●
ﾔﾌﾞﾐｮｳｶﾞ ● ● ● ●
ﾉﾊｶﾀｶﾗｸｻ ● ●

ｲﾈ科 ｶﾓｼﾞｸﾞｻ ● ● ● ●
ｱｵｶﾓｼﾞｸﾞｻ ●
ﾉﾊﾗｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ ●
ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ ● ●
ｺﾌﾞﾅｸﾞｻ ●
ｺﾊﾞﾝｿｳ ●
ｲﾇﾑｷﾞ ● ● ●
ﾉｶﾞﾘﾔｽ ●
ｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾏ ●
ｶﾓｶﾞﾔ ●
ﾒﾋｼﾊﾞ ● ● ● ● ● ●
ｺﾒﾋｼﾊﾞ ● ● ● ● ●
ｱｷﾒﾋｼﾊﾞ ● ●
ｲﾇﾋﾞｴ ● ● ● ●
ｵﾋｼﾊﾞ ● ● ● ● ●
ｶｾﾞｸｻ ● ● ● ●
ﾑｷﾞｸｻ ● ●
ﾁｶﾞﾔ ●
ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ ● ●
ﾋﾒｱｼﾎﾞｿ ● ● ●
ｱｼﾎﾞｿ ● ● ●
ｻｻｶﾞﾔ ●
ｵｷﾞ
ｽｽｷ ● ●
ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ ● ● ● ● ●
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科名 種名

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

(ｲﾈ科) ﾇｶｷﾋﾞ ●
ｵｵｸｻｷﾋﾞ ● ●
ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ● ● ●
ﾁｶﾗｼﾊﾞ ● ● ●
ｸｻﾖｼ ● ●
ﾖｼ ● ●
ﾓｳｿｳﾁｸ ● ●
ｱｽﾞﾏﾈｻﾞｻ ● ● ● ● ●
ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ ● ● ● ● ●
ｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ ● ● ●
ｸﾏｻﾞｻ ● ●
ｴﾉｺﾛｸﾞｻ ● ● ● ●
ｵｶﾒｻﾞｻ ●
ｾｲﾊﾞﾝﾓﾛｺｼ ● ●
ﾏｺﾓ ● ●
ﾄﾀﾞｼﾊﾞ ●
ｺｽｽﾞﾒｶﾞﾔ ●
ｻﾔﾇｶｸﾞｻ ●
ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ ●
ｷﾋﾞ ●
ｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ●
ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ ●
ﾑﾗｻｷｴﾉｺﾛ ●
ﾑﾗｻｷﾈｽﾞﾐﾉｵ ●
ｼﾊﾞ ●
ｺｳﾗｲｼﾊﾞ ●

ﾔｼ科 ｼｭﾛ ● ● ● ● ● ●
ｻﾄｲﾓ科 ｾｷｼｮｳ ● ● ●

ﾑｻｼｱﾌﾞﾐ ●
ｶﾗｽﾋﾞｼｬｸ ● ●

ｳｷｸｻ科 ｱｵｳｷｸｻ ●
ﾐｸﾘ科 ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ

ﾐｸﾘ属の一種 ●
ｶﾞﾏ科 ｶﾞﾏ

ｶﾞﾏ属の一種 ●
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科 ｱｵｽｹﾞ ● ● ●

ﾏｽｸｻ ● ● ●
ｼﾞｭｽﾞｽｹﾞ ●
ﾋｶｹﾞｽｹﾞ ●
ﾅｷﾘｽｹﾞ ● ●
ｺﾞｳｿ ●
ﾋﾒｸｸﾞ ● ●
ﾀﾏｶﾞﾔﾂﾘ ●
ﾒﾘｹﾝｶﾞﾔﾂﾘ ●
ﾏﾂﾊﾞｲ
ﾌﾄｲ ●
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ●
ｶﾜﾗｽｶﾞﾅ ●
ｻﾝｶｸｲ ●
ｽｹﾞ属の一種 ●

ﾗﾝ科 ｼﾗﾝ ●
ｴﾋﾞﾈ ●
ｷﾞﾝﾗﾝ ●
ｷﾝﾗﾝ ●
ｼｭﾝﾗﾝ ●
ﾈｼﾞﾊﾞﾅ ●

文献１

科名 種名
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資料２ 

＜善福寺川で確認された鳥類＞ 

「杉並区自然環境調査(第 5次)」のルートセンサス調査結果 (調査期間平成

18年 4月～平成19年 3月) における善福寺川及び周辺で確認された鳥類を

表２に示しました。 

 

表２ 確認された鳥類 

 

科名 種名 

和
田
堀
公
園 

済
美
公
園
と
そ
の
周
辺 

善
福
寺
川
緑
地 

善
福
寺
公
園 

科名 種名 

和
田
堀
公
園 

済
美
公
園
と
そ
の
周
辺 

善
福
寺
川
緑
地 

善
福
寺
公
園 

カイツブリ カイツブリ     ● （セキレイ） ハクセキレイ ● ● ● ●

ウ カワウ     ●   セグロセキレイ     ●

サギ ゴイサギ     ● ヒヨドリ ヒヨドリ ● ● ● ●

 ダイサギ     ● ツグミ ジョウビタキ   ●  ●

 チュウサギ     ●   アカハラ     ●

 コサギ     ●   シロハラ ● ● ● ●

 アオサギ     ●   ツグミ   ● ● ●

カモ オシドリ     ● ウグイス ウグイス ● ●   

 マガモ     ●   ムシクイ類     ●

 カルガモ   ● ● ● エナガ エナガ     ●

 コガモ    ● ● シジュウカラ ヤマガラ     ●

 オナガガモ     ●   シジュウカラ ● ● ● ●

 キンクロハジロ     ● メジロ メジロ ● ● ● ●

 スズガモ     ● ホオジロ アオジ   ● ● ●

タカ オオタカ ●   ● アトリ カワラヒワ ● ● ● ●

ハヤブサ チョウゲンボウ     ●   シメ ●   ●

クイナ バン     ● ハタオリドリ スズメ ●  ● ●

ハト キジバト ● ● ●  ムクドリ ムクドリ ● ● ● ●

カワセミ カワセミ     ● カラス オナガ ● ● ● ●

キツツキ コゲラ ● ● ● ●   ハシボソガラス     ●

ツバメ ツバメ ● ● ●    ハシブトガラス   ● ● ●

セキレイ キセキレイ    ● ●       
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資料３ 

＜善福寺川で確認されたトンボ類＞ 

「杉並区自然環境調査(第 5次)」の昆虫類調査結果(調査期間平成14年 1月

～平成19年5月)における善福寺川及び周辺で確認されたトンボ類を表３に示

しました。 

 

表３ 確認されたトンボ類 

科名 種名 科名 種名 

イトトンボ クロイトトンボ  エゾトンボ オオヤマトンボ 

  キイトトンボ  トンボ ショウジョウトンボ 

  アジアイトトンボ    シオカラトンボ 

  アオモンイトトンボ    シオヤトンボ 

モノサシトンボモノサシトンボ    オオシオカラトンボ 

アオイトトンボホソミオツネントンボ    ウスバキトンボ 

  アオイトトンボ    コシアキトンボ 

  オオアオイトトンボ    チョウトンボ 

カワトンボ ハグロトンボ    コノシメトンボ 

サナエトンボ ウチワヤンマ    ナツアカネ 

  オナガサナエ    アキアカネ 

オニヤンマ オニヤンマ    ノシメトンボ 

ヤンマ クロスジギンヤンマ    マイコアカネ 

  ギンヤンマ    ミヤマアカネ 

  ヤブヤンマ    
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資料４ 

＜善福寺川で確認されたバッタ類＞ 

「杉並区自然環境調査(第 5次)」の昆虫類調査結果(調査期間平成14年 1月

～平成19年5月)における善福寺川及び周辺で確認されたバッタ類を表４に示

しました。 

 

表４ 確認されたバッタ類 

科名 種名 科名 種名 

コオロギ ハラオカメコオロギ (キリギリス) ヤブキリ 

  ミツカドコオロギ   クビキリギス 

  シバスズ   クサキリ 

  マダラスズ   カヤキリ 

  エンマコオロギ   ハヤシノウマオイ 

  ツヅレサセコオロギ   ハタケノウマオイ 

クサヒバリ キンヒバリ オンブバッタ オンブバッタ 

  クサヒバリ バッタ ショウリョウバッタ 

マツムシ アオマツムシ   トノサマバッタ 

カネタタキ カネタタキ   クルマバッタモドキ 

カンタン カンタン   コバネイナゴ 

キリギリス セスジツユムシ   ハラヒシバッタ 

  サトクダマキモドキ   
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資料５ 

＜善福寺川で確認されたチョウ類＞ 

「杉並区自然環境調査(第 5次)」 の昆虫類調査結果(調査期間平成14年 1

月～平成19年5月)における善福寺川及び周辺で確認されたチョウ類を表５に

示しました。 

 

表５ 確認されたチョウ類 

科名 種名 科名 種名 

セセリチョウ ダイミョウセセリ （シジミチョウ） ベニシジミ 

  イチモンジセセリ   ムラサキツバメ 

  チャバネセセリ   ムラサキシジミ 

  キマダラセセリ   トラフシジミ 

アゲハチョウ ジャコウアゲハ   ヤマトシジミ 

  アオスジアゲハ   ウラギンシジミ 

  カラスアゲハ テングチョウ テングチョウ 

  モンキアゲハ タテハチョウ コムラサキ 

  キアゲハ   ミドリヒョウモン 

  ナガサキアゲハ   ツマグロヒョウモン 

  クロアゲハ   ヒメアカタテハ 

  ナミアゲハ   ウラギンヒョウモン 

シロチョウ ツマキチョウ   ゴマダラチョウ 

  モンキチョウ   ルリタテハ 

  キチョウ   コミスジ 

  スジグロシロチョウ   ヒオドシチョウ 

  モンシロチョウ   キタテハ 

シジミチョウ ルリシジミ   アカタテハ 

  ツバメシジミ ジャノメチョウ ヒカゲチョウ 

  アカシジミ   コジャノメ 

  ウラナミシジミ   ヒメジャノメ 

  ベニシジミ   サトキマダラヒカゲ 

  ムラサキツバメ   ヒメウラナミジャノメ 
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資料６ 

＜善福寺川で確認された魚類＞ 

「杉並区 河川の生物 第 5次河川生物調査」の魚類調査結果(調査期間平成

16年 8月及び10月)において、善福寺川及び周辺で確認された魚類を表６に

示しました。 

 

表６ 確認された魚類 

科 種名 

ハゼ トウヨシノボリ 

コイ コイ 

 ギンブナ 

 ドジョウ 

 モツゴ 

 オイカワ 

 ヌマムツ 

 タモロコ 

ハゼ ウキゴリ 

サンフィッシュ ブルーギル 

メダカ ヒメダカ 

 

 

 

 

 

 

 

 



30 
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● 善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出事業検討懇談会委員名簿等 

・委員名簿 

 

氏名 所属等 

会長 土屋 十圀 前橋工科大学社会環境工学科教授 

副会長 飯村 晃 千葉県環境研究センター 水質地質部 水質環境研究室

委員 竹下 信雄 杉並野鳥研究会代表 

  須田 孫七 東京大学総合研究博物館協力研究員 

  橋本 健一 千葉県立衛生短期大学生物学研究室 

  佐々木 幹夫 西田小・杉二小講師 

  鈴木 富雄 杉並環境カウンセラー協議会理事長 

  山室 京子 環境カウンセラー みどりのボランティア杉並 

  六車 貴美子 環境カウンセラー すぎなみ環境カエルくらぶ 

  舛原 邦明 東京都建設局第三建設事務所工事第二課長 

  櫻井 國男 東京都建設局東部公園緑地事務所事業推進課長 

 

・事務局 

杉並区都市整備部建設課 
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・検討懇談会の開催状況 

 

年月日 回 内容 

平成 20年  9 月 19日 1 
・事業の目的と概要の確認 

・善福寺川の自然環境の現状把握 

  10 月  4 日 2 
・現地視察 

・現地視察の感想 

  10 月 24日 3 
・第１回及び第２回検討懇談会の内容確認 

・事業の目標と基本方針の検討 

  11 月 21日 4 
・第３回検討懇談会の内容確認 

・事業への提言(素案) 

  12 月 19日 5 
・第４回検討懇談会の内容確認 

・事業への提言(案) 

 

 

・引用文献 

 

・「平成９年度緑化基本調査報告書」 

 杉並区 平成１０年３月 

 

・「杉並区 河川の生物 －第五次河川生物調査報告書－」 

 杉並区環境清掃部環境課 平成１７年３月 

 

・「すぎなみの川と生き物」 

 杉並区環境清掃部環境課 平成１７年３月 

 

・「杉並区自然環境調査報告書（第５次）」 

 杉並区環境清掃部環境課 平成２０年３月 

 

・「杉並区みどりの実態調査報告書」 

 杉並区都市整備部みどり公園課 平成２０年３月 
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 善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出事業への提言書

都市整備部　建設課

〒166-8570　杉並区阿佐谷南1-15-1

TEL　03-3312-2111(大代表)

http://www.city.suginami.tokyo.jp/

平成２１年２月発行 登録印刷物番号

20-0116


